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	ダイナミン1（DNM1）ホモサピエンス この遺伝子は、GTP結合タンパク質のダイナミンサブファミリーに属するタンパク質をコードする。コードされているタンパク質は、膜を管状に形成および切断するのに用いられる独自の機械化学的性質を有し、クラスリンを介したエンドサイトーシスやその他の小胞輸送過程に関与する。アクチンやその他の細胞骨格タンパク質は、コードされているタンパク質の結合パートナーとして機能し、自己組織化によってGTPase活性を刺激する。この遺伝子の3'領域は、ゲノム上の他の部位、特にY染色体と15染色体に60以上の高度に保存されたコピーが存在する。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されている。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：GTP + H(2)O = GDP + リン酸,機能：微小管関連力産生タンパク質。微小管束の形成に関与し、GTPに結合して加水分解することができる。おそらく小胞輸送過程、特にエンドサイトーシスに関与していると思われる。,類似性：ダイナミンファミリーに属する。,類似性：GEDドメインを1つ含む。,類似性：PHドメインを1つ含む。,細胞内局在：微小管関連。,サブユニット：CAV1およびSH3GLB1と相互作用する。SH3GL1、SH3GL2、およびSH3GL3に結合する。,
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	ダイナミン-1（リン酸化Ser774）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	マウス脳ライセートのDynamin-1（リン酸化Ser774）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化ダイナミンI（S774）ポリクローナル抗体を用いたマウス細胞のウェスタンブロット解析

